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西独の Drager社から 1977年 10月に長期人工呼吸 使用している場合はそれよ りも高い圧をセットしなけれ

管理を必要とする患者の治療を目的として作られた ばならない。これが Sighといえるか疑問であるが面白

UV-1は，本邦では 1979年 1月より発売されている。 い機構といえる。

本器は非常にパワフルで当施設では特に重症呼吸不全例 4) 操作が簡単であり，看護婦も容易にあっかえかつ

に使用してu、る。 UV-1 はガス駆動による従量式人工 作動中は極めて静かである。

呼吸器であり，調節呼吸，補助呼吸 CPAPが可能であ の電源や供給ガスが絶たれた場合，回路に付属して

る。その他 PEEP，IMV， SIMV， Sighの機構を有す いるパックにより用手換気ができる。

る。さらに 1:E比は 1: 4から 2 まで可変であり などである。従って UV-1の使用上のコツとして吸気

吸気流量，酸素濃度が調節できる。気道内圧， PEEP， 流量，駆動圧， 1: E比の組み合わせをどうするかが大

Trigger levelは正面ノfネルに光の線としてディスプレ 事な点である。

イされる斬新さを取り入れている。加温加湿器，ネブラ つぎに使用上の注意点を挙げると

イザおよび各種のアラームも付属している。また駆動圧 1) IMVモードに切り替えると本来の呼吸数の 1/10

の調節で従圧式による使用も可能である。さらに小児用 となるため，特に IMVを中止したときは 10倍の呼吸

回路を用いると 2歳以上の小児にも使用できる。本器の 数となり，呼吸数ノブの調節が必須である。

サイズは 310mm(高さ)x570 mm (横幅)X350 mm 2) 吸気ベローが装着されている patientsyst巴m が

(幅〉と比較的大型で極めて堅牢な器械である。使用の 比較的重く，取りはずしやはめ込み時にフックが曲がら

仕方は簡単でセツテイングは本器の前面のパネルに収容 なu、ょう注意が必要である。

されている各種調節ノブを動かすだけでよい。 図は本器 3) 長時間の使用や気道内圧が高いとき，呼吸回路の

の正面を示す。本器の特徴を挙げると 温度計の周囲から airleakを起こすこ とがある。

1) 駆動圧及び吸気フローを変化させる ことによりコ 4) 大型であるため多少移動に不便さを感じる。

ンスタントフローから漸増フロー漸減フローに変えるこ

とができる。

2) 1: E比は 1: 4から 2 まで可変であるが，

1: E比を増していくことは EIPの時聞が延長するよう

になっている。実際の使用では PaC02が減少する。 ま

た希望する EIP時間は 1:E比のほかに吸気フローを

調節することにより可能である。

3) Sighは3分ごとに 2回入るが，従来の人工呼吸

器と異なり，換気量をセッ トするのではなく設定された

圧が呼気相にかかるようになっている。すなわち間駄的

に PEEPがかかるパターンとなり，本来の PEEPを

-目白病院集中治療室 UV-1の正面を示す。


